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【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 化 学 加 工 液 中 に ガ ラ ス 基 板 を 浸 漬 し 、 こ の ガ ラ ス 基 板 の 外 表 面 を 構 成 す る 片 側 の 一 部 若
し く は 全 部 ま た は 両 側 の 一 部 若 し く は 全 部 を 研 磨 し て 薄 く す る 加 工 を 行 う 化 学 加 工 方 法 で
あ っ て 、
　

　 こ と を 特 徴 と す る 化 学 加 工 方
法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 化 学 加 工 液 が 、 フ ッ 酸 、 並 び に 塩 酸 、 硫 酸 、 リ ン 酸 お よ び 硝 酸 か ら 選 ば れ る １ 種 以
上 の 無 機 酸 を 含 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 化 学 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 化 学 加 工 液 は 、 前 記 ガ ラ ス 基 板 表 面 に 前 記 反 応 生 成 物 が 再 付 着 す る こ と を 防 止 す る
再 付 着 防 止 剤 を 含 有 し 、
前 記 再 付 着 防 止 剤 が 陰 イ オ ン 系 界 面 活 性 剤 ま た は ア ミ ン 系 界 面 活 性 剤 で あ る 請 求 項 １ ま た
は ２ に 記 載 の 化 学 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】

１ ０ μ ｍ ／ 分 以 下 の 加 工 速 度 で 加 工 す る と 共 に 、 反 応 生 成 物 の 増 加 に よ り 品 質 が 劣 化 す
る 前 の 前 記 化 学 加 工 液 を 新 た な 化 学 加 工 液 に 交 換 す る こ と で 、

研 磨 後 の ガ ラ ス 基 板 の 表 面 の 平 坦 性 を 確 保 す る よ う に し た



　 超 音 波 振 動 子 ま た は 揺 動 攪 拌 翼 を 前 記 化 学 加 工 液 に 作 動 さ せ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の 化
学 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ガ ラ ス 基 板 を 化 学 加 工 液 中 に 略 垂 直 配 置 し 、 前 記 化 学 加 工 液 中 に 連 続 し て 発 生 さ せ
た 気 泡 に よ り 上 昇 液 流 を 生 じ さ せ て い る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 化 学 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 上 昇 液 流 に よ り 前 記 反 応 生 成 物 を 含 む 化 学 加 工 液 を 化 学 加 工 液 貯 留 槽 か ら 溢 出 さ せ
る 請 求 項 ５ に 記 載 の 化 学 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に よ り 加 工 し た ガ ラ ス 基 板 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の ガ ラ ス 基 板 を 使 用 し て 製 造 さ れ た フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ 。
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